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～ 4首を読み進めていまして、今年度が 3年目です。今年あと残すところ 1回ですが、そ
れで 100 首全部が読み終わる予定です。この「初めてのくずし字で読む百人一首」は、立





















私が関わった一般向けの企画として、今年度最初のものは、6 月 27 日に文部科学省研
修生への解説でした。これは正式名称を「文部科学省関係機関職員研修生実地研修（見聞
型研修）」というもので、毎年大体この 6 月下旬頃に立川 4 機関を研修生が訪問する、文
部科学省で採用された新人が受ける研修です。この日の午後に 4 機関の各研究所の概要を
事務官から説明し、その後に特別講義があり、4 機関の見学を行います。当館では通常展





























































































ょうどその最初に当たったのが、7 月 28 日の立川市キッズドリームチャレンジの取材で
した。このキッズドリームチャレンジは、立川市の青年会議所が主催の職業体験企画です。






当日は、小学校 4年生の男子 2人と女子 1人と 6年生の女子が 1人、計 4人が来館しま
した。子供たちだけではなく、付き添いの大人もいらっしゃいまして、主催の青年会議所






































順番としては兵庫高校の次がこれでしたけれど、こども霞が関見学デーが 8 月 2・3 日
の 2 日間ありました。これは、毎年霞が関の各省庁で行われている催しです。国文学研究
資料館は文部科学省の省庁内で、人間文化研究機構 6 機関の一つとしてブースを出展しま
した。8 月 2 日は、アーカイブズ系の宮間純一准教授と私と、企画広報係の係員 1 名の 3
名で行きました。3 日は、私と企画広報係長と 2 人で行って対応しました。今年度は、2



































5. 「読めるかな？ 書けるかな？ くずし字で遊ぶ百人一首」
7 月末から 8 月頭にかけて 2 回、こういう形で小学生とじかに触れあって、反応を見な
がら広報活動をする機会を持ちました。体験型の古典教育として、私がこの夏取り組んだ











































にお願いしました。1 年生から 3 年生はさすがに難しいと思いました。それから教室は、
一つのテーブルにつき 4人ないし 5人ずつ座り、全部で 20人から 24人くらいだと聞きき
ました。それくらいがちょうどいいとお答えし、24 人定員で小学校 4 ～ 6 年までという



















































です。1 枚につき 4 人分で、これを 5 種類、1 ～ 20 番の歌のカルタです。1 テーブルにつ
き、同じ札が重ならないようにバラバラの紙を配りました。テキストには、自分の歌は
どれで、どれを書けばいいのかを確認する




















時間配分として、くずし字の講座が大体 45～ 50分で終了して、残り 1時間をカルタ作
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